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前回（第２回）の主な御質問・御意見への回答・対応（案）について 

【反映区分 Ａ…反映 Ｂ…反映に向けて検討・議論  その他（質問に対する回答等）】 

No 御質問／御意見 回答／対応（案） 反映区分 

資料 No.３「岩手の教育をめぐる背景と今後の方向性」について 

１ 【(2）岩手の教育をめぐる状

況変化の①】 

・特定の科目の全国平均との

差の理由 

・家庭学習時間が少ない理由 

・暴力行為の発生件数・不登

校児童生徒数が依然多い傾

向にあるとする比較対象は。 

【全国平均との差】 

・全国学調において、特に中学校数学Ａ・

Ｂが全国平均と差が生じており、先生方の

指導力を改善していかなければならない。 

・家庭学習の時間がまだ足りない状況で、

授業と家庭学習の連動の活発化が必要。 

【暴力行為の発生件数】 

・特に小学校の増加が目立ち、自分の感情

をコントロールできない子が増えたこと

や、けんかやふざけ合いなどもカウントさ

れるようになったことが要因。 

【不登校の児童生徒】 

・中高が若干増加の傾向にあり、全国的に

も同様の傾向。家庭要因が小学校は約６割、

中学校は約４割、高等学校は約３割。 

その他 

２ ・家庭での学習時間がとれて

いない理由は把握していな

いと捉えても良いか。 

・本県の学習状況調査に「何時に家に帰っ

てくるか」という項目を加えたところ、「８

時以降に帰ってくる中学生」が 11％おり、

今後はそのような面の考慮も必要。 

その他 

３ 【(1)社会状況の変化の⑤と

(2)岩手の教育をめぐる状況

変化の④】 

・県内大学の学部が少ないと

いう理由で県外の大学に進

学し戻ってこない生徒が多

くいるが、例えば県立大学で

学部を増やすことはできな

いか。 

・人口減少で高校生も少なくなっており、

岩大も県立大も新たな学部の増設は難しい

状況にあるが、高校生のニーズに合った学

科の再編や募集定員の見直し等を検討して

いるという情報は聞いています。 

その他 

４ ・目指す姿で、社会に開かれ

た学校とはどのようなイメ

ージを意識されているのか。 

・「社会に開かれた教育課程」などの文言が

中教審で示され、地域の持つ教育力を学校

の学習活動に生かしていく。また、学校の

情報も開くという部分も社会に開かれた学

校という中の意味合いとしては含まれてい

ると考えています。 

その他 

５ ・社会に開かれた学校は、将

来に向けた教育のあり方と

して重要であり、10 年間でど

のような方向に進めていく

のかがあっても良い。 

・学校と家庭、地域との連携が今後重要に

なってくるのはご指摘のとおり。 

・内容については、まだ薄い部分等もある

ので、委員の皆様からも、いろいろな観点

から意見をいただければと考えています。 

 

Ｂ 

資料№２-１ 
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６ ・学校と地域の間には壁があ

り、何か突破できるようなも

のがほしい。 

・学習指導要領に基づく全国共通の部分を

まずはしっかりやる一方、「岩手だからこそ

できる教育、岩手だからこそやらなければ

ならない教育」を進めていく。 

・地域との協働だけではなく、学校教育活

動全般についても、具体的な中身を整理し

ていきたいと考えています。 

Ｂ 

７ ・「社会に開かれた」には、

ライフキャリアの視点が強

調されていることを踏まえ

るべき。 

・今後、計画を作成していく際の視点とし

て、御意見を踏まえて検討させていただき

ます。 

Ｂ 

８ ・東日本大震災津波の経験や

教訓を踏まえ、教育にどのよ

うに反映しようとしている

のか。 

・「いわての復興教育」という本県独自のプ

ログラムを立ち上げ、郷土を愛し、復興、

発展を支える人材を育成するという理念の

もと、県内全ての学校で、さまざまな活動

や取組を進めながら、岩手や世界で活躍す

る人材育成を、学校だけではなく、地域や

家庭が一緒になって進めています。 

 

その他 

９ ・目指す姿に、東日本大震災

津波の経験を盛り込んでい

くべきではないか。 

・いわての復興教育を、それぞれの学校や

地域でしっかりと取り組んでいくことで、

我々が目指している人材が育成できると考

えています。  

Ｂ 

10 ・子ども達の人生観や社会と

の関わりが、現実に取り組ま

れているということを非常

に大事にしたい。 

・震災で得られた教訓という

強いインパクトがほしい。 

・いわての復興教育は、防災教育としてさ

まざまな災害にも対応できるプログラムで

あり、岩手の歴史を学校教育の中でつない

でいくことが岩手の教育の使命と思ってい

ます。 

Ｂ 

11 ・子ども達が社会で生きてい

くために重要な人格形成や

倫理観、道徳心といった文言

の表現に、人生が大切だとい

う視点が必要ではないか。 

・人格の形成というのは、教育の大きな目

標、目的の一つだと思いますので、表現を

工夫させていただきます。 

Ｂ 

12 ・不登校生徒が依然多い傾向

とのことだが、全国と比べて

出現率は。 

・全ての校種で全国の出現率よりも低い状

況となっています。 

その他 

13 ・不登校の問題が全国に比べ

低いなど、良いところは褒

め、岩手の子ども達に自信と

誇りを持たせる教育が必要。 

・今後、計画に盛り込む際に、工夫させて

いただきます。 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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２ 施策展開の方向 （１）岩手で、世界で活躍する人材の育成 

14 ・文化・スポーツで活躍する

人材の育成では、指導者や専

門家の育成が大事であり、教

育環境としてどういうこと

を県では考えているのか。 

・優れた才能ということで、スポーツや勉

強などの特徴を伸ばしてあげるような取組

を盛り込んではどうかという視点で入れて

います。 

その他 

15 【目指す姿の２番と３番】 

・キャリア教育として１つに

まとめられないか。 

・内容的に同じであると考えますので、整

理をさせていただきます。 

 

Ｂ 

16 【３番の県内就職率の向上】 

・施策の評価ツールとしての

目標で、目指す姿からは外れ

るのではないか。 

・計画の策定に当たっては、県や各主体の

それぞれの役割を細かく記載させていただ

く予定であり、目指す姿についてもわかり

やすいように調整していきます。 

Ｂ 

17 ・目指す姿について、誰を主

体として書くかを整理すべ

き。 

18 ・１番目に「岩手で、世界で

活躍する人材の育成」を持っ

てきたことは、大変すばらし

い。 

・引き続き御意見に沿った形で調整させて

いただきます。 

Ｂ 

２ 施策展開の方向 （２）確かな学力の育成 

19 ・児童生徒でくくっていると

ころには、幼児が入るべきで

はないか。 

・小学校前から学習意欲を持たせることも

取組として想定していますので、御意見を

踏まえて整理させていただきます。 

Ｂ 

20 ・「基礎的・基本的な学力が

定着」というところは、知

識・技能ではないか。 

・ご指摘のとおり、「基礎的・基本的な知識・

技能の定着」に修正します。 

Ｂ 

21 【目指す姿の家庭学習の充実】 

・学校だけでなく家庭の関わ

りも盛り込んだほうがよい。 

・家庭学習は、大変重要な項目ですので、

加えさせていただきます。 

Ｂ 

２ 施策展開の方向 （３）豊かな心の育成 

22 【３番の豊かな心の育成】 

・生徒指導の観点も入るべき

ではないか。 

・例示として道徳、体験活動、読書活動と

いうところを挙げていましたが、生徒指導

活動も例示するかについては、検討させて

いただきます。 

Ｂ 

２ 施策展開の方向 その他（全体に対する意見） 

23 ・到達目標なのか、緩やかな

目指す方向なのかなど、指標

としての目標をどう捉える

のかを整理するべき。 

・目指す姿に、定性的なものが良いか定量

的なものが良いかなど、本審議会で検討を

進めさせていただきます。 

Ｂ 

24 ・全国に比べて頑張っている

ところなどを踏まえた上で

展開していただきたい。 

・今後、計画に盛り込む際に、工夫させて

いただきます。 

Ｂ 

 


